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平成２２年度第３回高知県教育振興基本計画推進会議の議事概要平成２２年度第３回高知県教育振興基本計画推進会議の議事概要平成２２年度第３回高知県教育振興基本計画推進会議の議事概要平成２２年度第３回高知県教育振興基本計画推進会議の議事概要 

 
１ 日 時 平成２２年１０月１８日（月） １３：３０～１６：３０ 

 

２ 場 所 高知県教育センター分館 １階 大講義室 

 

３ 出席者 ○委 員：松永委員、岩塚委員、時久委員、森委員、村岡委員 

○県教育委員会等：東教育次長、教育委員会事務局各課長、教育センター所長、

教育事務所長、心の教育センター所長、私学・大学支援課長

（以上代理含む。）、その他教育委員会事務局職員 

 

４ 概 要 

・・・・議題議題議題議題（１）「教育の日」（１）「教育の日」（１）「教育の日」（１）「教育の日」の制定の制定の制定の制定についてについてについてについて 

＜事務局から資料 1の説明を行う。＞ 

 

＜意見交換＞ 

（（（（議長議長議長議長））））    

議論の進め方だが、資料 1 の 1 ページ目、趣旨、名称、日程、制定の方法、具体

的な取り組みの推進体制等、全体の枠組みについて、まず最初に議論して、それが

確定した段階で、宣言の案について議論できたらと思う。 

3、4 ケ月間議論してきて、「○○の日の制定は無駄なのでやめた方がいい」とい

う意見も県民の一部にはあり、我々の内部でも、一過性のものにしないための方法

は何かあるのか、危惧がずっと消えずにここまできていることは事実だと思う。そ

の上で、今日、決着をつけなければいけないので、まず、やらないという選択はあ

るのか。あるいは、今日、決めるのは少し早いのではないかという意見がもし多数

であれば、その後の議論はやめるので、中身に入る前に、まずその確認をしたいと

思うが、いかがだろうか。 

事務局が第 2 回と第 3 回の間に連絡会議を設定したのも、おそらく、その辺りを

踏んで本当に制定するのかということについて、委員の皆様のご意見を伺いたかっ

たということもあると思うので、改めて確認をしたいと思う。 

 

（（（（委員委員委員委員））））    

    反対はしない。 

 

（（（（議長議長議長議長））））    
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   今、反対はしないという意見が出たが、もう少し積極的にできないかと思う。私

も、これまでの議論を聞いていて、教育の日を制定することに、「そんなものはけし

からんからやめてしまえ」という意見はごく少数だと思う。ただ、本当に前向きに

このような場を利用して、高知県の教育風土づくり、文化創造というものを一層推

進することができるかどうかについて、皆十分な確信を持ち得ていないことも事実

だと思う。「はい、進めてみましょう」となるのかどうかということも一つのキーポ

イントだと思うが、その辺はどうか。 

 

（委員）（委員）（委員）（委員）    

 今の社会の流れ方というのは、あまりにも場当たり的になって、事象に対し、そ

れを追いかける、あるいは、対応するというパターンでずっと落ち込んでいる。学

校現場も同様で、加えて学力の問題や就職の問題などで、これもまたずっと後ろを

叩かれているような状態で、ただやみくもに走っているみたいなことが、しばしば

生じている。また、教育委員会の方も、どうしてもいろいろなことに追われること

が続いていて、事象が起きたことに対して、どう対応するかが主になっているよう

な気がする。 

こうしたことを考えると、「教育の日」を制定することで、何かがすぐに変わると

いうものではないが、教育に対する意識、危機感は皆持っているので、県の方で上

手くリードしていただいて、1 年に 1 回でもムードを盛り上げることができれば、

その意味は大きいのではないかと思う。 

 

（委員）（委員）（委員）（委員）    

 教育を考えた時に、例えば、県教委は県教委、地教委は地教委、現場は現場とい

う風にばらばらの形でやっていく中で、連動性がないことが、一番大きな課題では

ないかと思う。そういう部分で、この「教育の日」が一つのきっかけとなり、パイ

プをしっかりつなぎ直すことができた時に、初めて皆が関わる姿勢ができると思う

ので、「教育の日」を一つの契機と捉えていくことができると、非常に良いと考え

ている。 

 

（委員）（委員）（委員）（委員）    

 今、なぜ「教育の日」かということになるが、制定する以上は、それなりの理由

がないといけないと思う。理由の一つは、高知県の学力が非常に低いことが明確に

なっていて、それに対する意識。もう一つは、これは社会的なことでもあると思う

が、戦後の教育が物の豊かさというものをずっと追求してきたが、ここにきて、あ

まり国民が幸せでないこと。そういう現状の中で、「じゃあこれからの教育をどう

変えていくか」という観点で、高知の教育を見直す視点に立てば、私はそれなりの
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意味があると思う。 

 

（委員）（委員）（委員）（委員）    

 私は、この「教育の日」には大きな意味があると思っている。全国の様子や高知

県が取り組んでいることなど、そうした柱の部分について、県民全体でそこへ立ち

戻る、その視点に立つことがとても大事だと思う。例えば、学校現場を見ても、保

護者は子育てにも迷っているし、いろいろなことでも迷いながら、その心配事を学

校にぶつけてくるので、ばらばらな状態で様々な事例が学校やその他の場所で交わ

されているということがよくある。だから、対症療法的に直面している問題への対

応で四苦八苦しており、もっと大きな流れで教育を見る必要があるのではといつも

思っている。 

そういう意味では、新聞報道などで教育の今の状況や課題、方向などを一緒に考

えましょうと投げかけたりすることなど、振り返りの機会を設定したり目標を定め

たりすることは、とても大事だと思う。 

 

（（（（副副副副議長議長議長議長））））    

 やっと今、高知県が人づくりということを真剣に考える機が熟してきたと思う。

「教育では、飯が食えねえよ」というのが高知県の実態としてあった。それどころ

か、経済的な部分で「銭は稼がないかん、教育どころじゃない」という声が、たく

さんあったと思う。しかし、今やっと「人づくりというものは、どうあるべきなの

か」、「人づくりこそ地域づくりではないか」ということをきちんと議論する風土が

できてきた。そして、私たちもよく議論をしてきたことだと思うが、高知県の教育

風土をどんな風に高めていくかが、私は最も大事なことだと思っている。 

高知県では、教育というものが、特定の専門家に任されてきたきらいがあって、

その弊害がものすごくあったのではないかと思う。「そうじゃないだろう、一人ひ

とりが、全体が、もっと教育というものを考えていいのではないか」と、今やっと

機が熟してきたと思う。だから、専門家だけではなくて、県民の一人ひとりが教育、

人づくりを考えることができるきっかけづくりをしなければならないと思ってい

る。教育の日の制定をすることによって、それを意識化、意義付けさせていく積極

的な取組こそ、これからの高知県に必要なことだと思っている。そういう意味では、

この「教育の日」の制定にはかくかくしかじかという、きちんとした意味づけや意

義付けが必要だろうと思う。 

したがって、なぜ「教育の日」を制定をし、何を意味づけるのかということが、

今、本県に求められている課題だと思う。これを制定したからといって何ができる

のかという、後ろ向きな考えではなく、制定することによって高知県の教育の何を

変えようとしていくのかこそ、私たちがこれから考えていくことだと思っているの
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で、その点は皆の意見と非常によく似ていると思う。 

 

（（（（議長議長議長議長））））    

 今、委員の皆様から出たようなことが、これから制定しようとしている「教育の

日」で実現できれば、本当に意義のあるものになると思う。そういう意味で事務局

には、今出された意見のエキスを趣旨にきちんと位置付けて文章にすることをお願

いする。このことが、取組に携わる人々の意識や、もっと広がって県民の中に浸透

していけば、まず間違いなく単なる地域のイベントに終わらずに、高知県の教育全

体を底上げするような、一つの大きな軸になり得るものだと思う。 

それでは、推進会議としては、昨年の教育振興基本計画の中で、「教育の日」の

制定が望ましいということを自ら書いたこともあり、その後も検討を重ねてきたが、

「教育の日を制定する」ことで、確認をいただいたものとする。その上で、名称、

日程、制定に向けてどんな形で進めるのか等々について、議論をしていただきたい

と思う。名称についてはずっと「教育の日」と呼んできたし、全国的にも「教育の

日」が多い。それでも良いが、9 月 17 日の連絡会での議論では、所々で「学びの

日」という名称も出てきた。 

 実は、今度の全国生涯学習フォーラム大会だが、昔は長いこと「生涯教育」と言

ってきた。ある時期から「生涯教育」ではなくて、自ら学ぶという点で、「学習」

という言葉に行政も変えた。振興基本計画を改めて読み直しても、我々の検討した

基本理念にも、「自ら学ぶ」という文化、風土というものを大事にしたい文章もあ

るので、「学びの日」の方がむしろふさわしいのではないかとも思う。 

 もう一つは、「志」という言葉が出てきて「これもなかなかいい言葉だな」と。

高知らしい言葉かなと思う。高知県は荒唐無稽なところもあるかもしれないが、

志が非常に高い県民性を持っているように思われる。また、象徴的な龍馬の存在

もある。そうした点では、県民の皆様にも自分たちの土佐という国を表す言葉と

して、「志の国」というのは割合ぴったりくるのではないだろうか。それを実現す

るために、どんな教育文化風土をつくる必要があるのかというメッセージにもな

っているのではないかと思う。私はその 1 の「志の国・高知学びの日」が良いの

ではとないかと思っている。名称については、最終的に我々だけで決めるわけに

いかないが、「我々としてはこんな風に考えています」という提案としてまとめた

いと思うので、意見を伺いたい。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     17日の連絡会で「志の国」が出てきた理由は何か。 
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（委員（委員（委員（委員））））    

17日の会では、来年から「龍馬であい博」の次にくるものとして、「志の国・志

国」というフレーズが挙げられた。 

 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

     観光の方に聞くと、四国四県の「四国」と「志の国」という、二つに掛けてい

るそうである。「志国」というのは、高知県が四国に位置することを分かってもら

うために、「四国」に掛けているのと、「志の国の高知」という意味で「志国高知

龍馬」ということである。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     であい博は全国向けの発信でもあるが、「学びの日」、「教育の日」は県民に向け

てのものなので、高知が四国にあるとか、「四国四県と協力せないかん」という事

はあまり考えなくても良いので、高知のことだけを考えたら良いと思うが。 

 

（（（（委員委員委員委員））））    

「志の国高知学びの日」。最終的にはこれかなと思う一方で、長いので「高知学

びの日」の方が皆が覚えやすいかなとも思ったりして迷うが、でも「志」という

この言葉に、高知の県民性や前向きな気持ちを凄く感じるので入れたいなと思う。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     「教育の日」ではなく、「学びの日」という言葉の採用は非常にありがたい。ど

うしても教育ということになると、教育する、教育を受けるという、どちらかと

いうと、他動詞の世界のような感じを受ける。「学ぶ」というもっと本質的なもの

の方を大事にしたい。このことは、何度もこの会でも申し上げてきたが、例えば

高校生にずっと学習を続けさせようとした時に、何を動機にして続けさせるか。

これは大学でも同じだと思うが、どちらかというと、むしろ背中をずっと押しっ

ぱなしにしていないと、なかなか動かない状況であり、それは結局、動機がない

からだと思う。ある程度の段階で、ひとりでに動き出して、放っといても…とい

うところへ本当はいってもらいたいのに、やはり押してあげないといけないとか、

引っ張ってあげないといけないとか。そういうことが、しばしば見られるような

気がする。 

 そういう意味では、五感が発達する時期から、そうしたモチベーションを高め

ていくことが大事になってくると思うので、「教育」よりは「学ぶ」という言葉の

方が良い気がする。 
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（（（（委員委員委員委員））））    

     私も「学びの日」がいいと思う。「志」については、私は入れない方がいい。理

由は、「志」は学ぶものではないように思われるから。他にももっとたくさんの学

ぶべきものがある。 

 

（（（（委員委員委員委員））））    

     ひらがなか漢字か、表記の仕方も考える必要がある。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     この「志の国」は、「高知」に掛かっているのだろう。その「志の国」で「学ぶ」

と考えているのかなと。だから、「志を学ぶ」という意味ではないのかなと思う。

少し長いので、文言としては「志の国」と書いて、日常的には「高知学びの日」

とか、「高知学び週間」としたらどうか。イメージを残して表現上は「高知学びの

日」という形にすると、表現として悪くないと思う。 

 

（（（（委員委員委員委員））））    

 一つのキャッチフレーズとして名称を考えることも大切である。例えばニュー

スでパッと聞こえてくるときに、「志国高知学びの日」と「高知学びの日」では、

語呂として「志国高知学びの日」の方が凄くリズム感がある。ただ、無理なこじ

つけが入り過ぎではと感じる部分も少しあり、どちらを採用するか非常に悩むと

ころである。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     教育問題というのは立場によっていろいろな議論ができるもので、教育の中に

何を含めるか、どういうことが教育で大事なのかといった点は、いつも意見が分

かれる。しかし、志ある人間が高知、あるいは日本に必要であるという点では、

それほど異論がないと思う。志の中身についてはいろいろと議論があるかもしれ

ないが、個々の事象に対する対応という面ではなく、もっと広い部分で、教育と

いうものは、「志ある人間がすくすくと育っていくことを応援するものだ」という

イメージを持たせる点で、「志」という言葉は良い言葉だと思う。県民に対しても

メッセージを発信できるのではないかと。「じゃあ、志って何だ」という議論があ

っても、それはそれでいいのではないか。 

     最近、「教育問題はマイナスの意見ばかり出てくるので悲しい」という意見も聞

くので、前に向かって進むという点で、このようなキャッチフレーズは悪くない

と思った。 

 



7 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     少し名称が長い。「高知」という言葉は入った方がいいか。地域の言葉はどこの

県でも入っているのか。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     全国的にその限りではないと思う。制定の方法はいろいろとあるが、宣言する

ということで県名は入れている。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     他県の例を見ると、大体県名が入っているが、入ってない所も 2 カ所ぐらいあ

る。埼玉は「彩の国教育の日」、和歌山は「紀の国教育の日」という形で県名を省

いて、県のキャッチフレーズのようなものを代わりに入れているというイメージ

がある。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     高知と言えば「土佐の国」。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     「志の国」と言えば、「土佐」と言いたい。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     私も最初は、「高知」という表記についても最近はひらがな表記が多いので、漢

字の表記には疑問符を付けた。しかし、「志の国」というのが前にあるので、更に

漢字 2字が入ってくると少ししつこい感じがする。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     「高知学びの日」にしたとしても、趣旨や宣言文が裏にあるわけで、それをひ

とまとめにして「志の国」と捉えたとすれば良いのではないか。便宜的には「高

知学びの日」になるとしても、「志の国」を付けて良いのではないかと思う。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     1 年続けて、来年変えますというわけにいかない。最低 10年、20年は変えない

と思う。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     ここで決定したことが最終決定なのか。 
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（議長（議長（議長（議長））））    

     ここは決定機関ではない。少なくともこの推進会議としてどうするかというこ

と。 

 

（事務局（事務局（事務局（事務局））））    

     資料 1 のタイトルで、提言という形にしている。推進会議からの提言を頂き、

関係機関は教育委員会に持っていく形になると思うが、提言の段階で一つに絞っ

ていただくと、意味合いが付くと思う。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     推進会議としては、やや強引だが時間の制限があるので、「志の国 土佐 学び

の日」ということで提言をさせていただく。ここは決定機関ではないので、今後、

全国生涯学習フォーラム高知大会までの間に、いろいろな段取りが必要になって

くると思うが、その過程で少し変わったとしても問題はないので、我々としては、

これでまとめさせていただくということでよろしいか。 

     それでは、「志の国土佐 学びの日」ということにする。日程は 11 月 1 日。そ

れから「学びの週間」としては、1 日から 7日までということだが、その点につい

てはどうか。 

 

（（（（委員委員委員委員））））    

     例えば学校のスケジュールでは、11 月 1 日から 1週間の期間に何も入ってない

こともある。もちろん 11月にはいろいろな行事があるので、この内容に合致する

ことはいくらでもメニューとしてあるが、11 月 1 日からの 1週間ということにな

ると、その学校のスケジュールによっては、その期間に入らないところもたくさ

ん出てくると思う。ここに 1 週間という限定を設ける必要があるのかどうか。1

週間というより、私は 1 カ月ぐらいの期間の方が、学校としては今の取組をさら

に発展させる形で盛り上げることができると思う。 

     それから、教育委員会のサイド、県のサイドとしては学校現場が活性化するよ

うに、今後、これを盛り上げる支援をしてくれると思うが、1週間ということにな

ると、何かを実施するにしても苦しいものが出てくる。しかし、1カ月であれば、

始まりの部分と中ほどの部分と、2班の枠に分けて教育を喚起することも可能だと

思うので、むしろ月間のような形の方が現実的ではないかという気がする。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     週間か月間かという問題。全国の例でも月間という県がある。どちらが多いか。 

（事務局（事務局（事務局（事務局））））    
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     どちらかというと週間の方が多数派である。25 県が制定しているが、1 カ月と

いう期間を設定しているのは、6県である。 

 

（（（（議長議長議長議長））））    

     全国的には週間が多くて月間が少ない。しかし、月間もあるというのが現状で、

別に全国の多数に従う必要は全くないので、高知県の実情に合わせると良い。今

出されたような事情も学校ごとにあるので、その点をどうするのか。一つは週間

にした方がそれから外れた企画があったとしてもインパクトがある。この期間に

全体が動いている面と、1カ月にわたると薄まってしまう面でプラスマイナスがあ

る。その点をどう考えるかで変わってくると思うが、どうだろうか。学校現場と

しては広い方がいいという意見もあるが。 

 

（（（（委員委員委員委員））））    

     無理をしないといけない学校が出てくるのではないかと思う。「拘束するつもり

はない」と思っていても、必ずそこに縛られる学校が出てくると思う。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

月間にすると、マスコミ等で報道されるのは、多分 11月 1日に集中する。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

そういうことが起こるので、今までいつも花火のように、最初の方がポンと上

がって、後の方はスーッと全部消える形になっている。「もっと長く捉えてやって

いきませんか」というキャッチフレーズを、県の方から出してもらう方がありが

たいかなと思う。もちろんこれはマスコミの方にも理解していただきたいことで

ある。 

 

（（（（委員委員委員委員））））    

     月間については賛成だが、インパクトの点から考えると期間が長い。週間の方

が集中する分、県民にはアピールできると思う。ただ、参観日や今の学校行事を

そのまま「学びの日」の関連行事にすることは少し趣旨とは異なるので、それは

それでまた考えていく必要があるし、新たなものが出てくる可能性もある。 

最初の 1週間という期間だけで捉えると、そこから外れるケースも結構あると思

うので、そういう意味では「1カ月の期間がいいと思う。 

 

 

（委員（委員（委員（委員））））    
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     仮に自分が学校で取り組む場合、例えば行事のポスターやのぼり等をつくると

思うが、その時に「学び月間集会」と書き加える。市町村や県でも、「学びの日」

をアピールしたチラシをつくっていくと思う。そういう面では、月間の方が効果

があるのではないか。一長一短はもちろんあるが、このような対応を考えると月

間の方がやりやすいという感じはある。 

 

（（（（委員委員委員委員））））    

     いろいろ考え方があると思うが、原点へ返ると「土佐学びの日」をなぜつくる

のか、なぜ制定するのかに戻ってくると思う。重点的に実施する期間を考えてい

くことも必要と思う。現実的に趣旨を徹底し、理解を深める上で、重点化をどう

図っていくのかということで、週間が良いか、月間が良いかになる。重点的にと

いえば、焦点化を図る努力を皆でしていかねばならないので、私はどちらかとい

うと週間の方がいいという感じがする。ただ、事業が実施できないなど、結果的

に弊害が出てくるかもしれない。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

 様々な意見を伺った上で提案だが、「学びの週間」ということにすると、実際に

は休日が入ったりして、実質的なウィークデーは大変幅の狭いものになってしま

う。だがやはり、インパクトは短い方が大きいので、全体としては週間にして、

学校現場については 11月全体を許容し、月間的な取組を「学びの週間」の一環と

して捉えることをきちんと示すのはどうか。つまり、7日以降のことについては、

一切教育の日とは関係ない取組とするのではなく、11 月一杯は、そうした位置付

けで学校で取り組んでもらってもいいのではないか。全部を月間に広げてしまう

と、学校だけではない所もばらばらになってしまい、集中して取り組む意識が薄

れてしまう面があるので、週間にして、実際は幅をもたせるということ。 

秋の芸術祭等があるが、これは要するに冠でそれぞれが独立した事業だが、「芸

術祭参加作品」と指定されている。これと同様に、「学びの週間」一環事業という

ことを、チラシや看板のタイトルの上に必ず書いていただくと、「あ、そうそう、

11 月というのは全体としてそうなんだ」、「週間なんですよ、1 日がその日なので

すよ」ということが浸透していくのではないかと思うが、どうだろうか。特に、

反対がなければそうさせていただきたい。 

     それでは、4番目の制定方法だが、資料にあるように、推進会議において「志の

国土佐学びの日」宣言案を起草することになっている。事務局から、現時点での

宣言案が出されている。その後、この宣言に全国生涯学習フォーラム高知大会実

行委員会の委員の方々の賛同を得て、高知大会閉会式において宣言を行う段取り

の提案だが、これについてご意見を承りたい。 
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制定というからには、どこが制定したのかが問題になるかもしれないが、生涯

学習フォーラム高知大会の最終日の閉会式で宣言をしたことで、最終的な確認を

されたとして良いだろうと思っている。今後もこの推進会議の意見を受けて、事

務局の方で、大会までの間にいろいろと段取りをしてもらい、県民の合意に繋げ

ていただければと思う。具体的な取組について特に意見がなければ、宣言案につ

いて意見をいただきたい。 

 

（（（（委員委員委員委員））））    

     「とさ」は平仮名か。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     「志の国」と漢字がくると、平仮名の方が収まりが良い感じがする。漢字が重

なるので、「土佐」は平仮名にしたらどうかなと思っているがどうか。 

宣言案については、これもなかなか難しいので、今日確定というわけにはいか

ない。後日、「こういう文言を入れて欲しい」、「ここの部分はこういう表現にした

い」など意見があれば、事務局の方にファックス、メールで出していただき、事

務局で再整理をして、持ち回りで皆の承認を得て、最終案にすることで進めたい

と思うがどうか。今意見がある方は、意見を出していただけたらと思う。 

 

（委員）（委員）（委員）（委員）    

     案を読んで気になるところが随分ある。まず、夢と希望を持てるような、気持

ちが高揚していく文章を書いていきたい。 

県外の例は、すごくまじめに書いているが、見ることによって高揚していく文

章がいい。 

それと箇条書きの部分。箇条書きとして入れるのであれば、相当中身を吟味す

る必要があるのでは。箇条書きの内容がばらばらである。ここに取組を載せるの

か、それとも「こんなことをつくろう」という想いを載せるのか。その辺りが非

常に分かりにくいので、ある程度統一して考えないと、また、ばらばらなものが

出てくる感じがする。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     一番簡単なのは、「11 月 1 日をとさ学びの日と宣言します」という形。しかし、

それでは県民にメッセージが伝わらない。つまり、何のために、どんなことを目

指してこの日を設定するのか。そのエキスの部分を書いたらどうかというのが私

の意見。 

教育振興基本計画をつくる時に、「教育の理念」について議論した。土佐の教育
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改革から引き継いでいるものと、新たに付け加えた「自ら学ぶ」という案など。

そうした「理念」を書くのが良いのか、それとも、「学校教育だけでなく、高知県

の教育文化風土というものを一層高めていくために、この日を制定する」という

ことに重点を置くのか、いろいろな重点の置き方があると思うが、その事に関し

て皆の意見をいただきたいと思う。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     幼児期から十分な愛情を注ぎ…とあるが、これを入れるのか。あまりにも当た

り前のことを、入れる必要があるのか。「家庭の教育力を高める」、「家族の絆」と

いった内容は入れるとおかしいのではないか。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     教育振興基本計画をつくる時に、教育委員会、学校、地域、家庭の役割につい

て明示したことは、一つの特徴だったと思う。その点をおそらく強調したかった

のではと思うが、この文章で良いかどうかは別である。 

案のように書くのが良いのか、それとも、もう少し一般的に夢と希望が持てる

ような文章にするのが良いのか。教育という議題になると、何となく皆がトーン

ダウンしてしまうような、あるいは尻を叩くような感じになってしまうので、そ

うではなく、前へ進んでいけるような形が良い。    

      今、「こんな文章を入れて欲しい」、「こんな文言がいいのでは」といった意見

があれば出していただきたい。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

案では「取り組んでいきます」とあり、行政主体で書いている。どういう形で

投げ返していくのか考える必要がある。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     県の生涯学習フォーラム全体、高知大会の場で宣言するのであれば、「我々、県

民は…」というのが主体、主語だろう。だから、行政が訴えるのではなく、高知

大会という名前で、県民が県民に対してメッセージを出すという趣旨だと思う。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     「取り組んでいきます」という言葉があると、市民と共有しようという宣言で

はなくなるので、やはりこの 1行は変える必要があると思う。 

その後の箇条書きの部分をどのように持ってくるかが非常に大切で、頭を悩ま

すところだと思うが、やはり、教育のベースをこう考えるという宣言を行い、今
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後、委員会が何かを行う場合には、宣言に沿って「こういうことに取り組みます」

としていく形が良いと思う。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     「取り組んでいきます」という表現以外に、どういう文言があるか。 

 

（委員）（委員）（委員）（委員）    

     例えば、「風土をつくりましょう」など、「○○をつくりましょう」という感じ

の呼びかけであれば、もっと皆で共有できるようになるかもしれない。 

例えば、「学び続ける」という部分では、一人一人の夢の実現のために、「学び

続ける強い意志を育む高知県の風土をつくります」といった感じで、風土づくり、

人間性づくりなど、何かを「つくります」という形にするのはどうか。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     宣言文の中に、「学びの日」をつくった意味や意義なども入れるのか。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

     その予定である。ここで議論をして提言を出すが、それを教育委員会の方で持

ち帰って、県民の各階層が学びについて集まる生涯学習フォーラムの実行委員会

の方々に賛同をお願いして、宣言する形になる。したがって、何故この教育の日

を制定するのかという説明も必要である。何をしたいのかということについても

同様。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     だから、これこれ、このような風土をつくるために、「ここに、とさ学びの日

を宣言します、制定します」という形になる。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     あまりくどくど言わない方が、良いかもしれない。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     箇条書きの部分は、今後どういう形で実施するのかという部分に繋げないと、

宣言の中に入れることにすごく無理が生じる気がする。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

     「何とかしなければなりません」というよりは「何々します」という形が宣言
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文としては良い。 

 

＜休 憩＞ 

 

 

・・・・議題議題議題議題（（（（２２２２））））    「教育版「教育版「教育版「教育版    地域アクションプラン」について」地域アクションプラン」について」地域アクションプラン」について」地域アクションプラン」について」    

＜事務局から資料 2の説明を行う。＞ 

 

＜意見交換＞ 

（（（（委員委員委員委員））））    

      4件の Aランク評価があるが、資料を見ると果たして Aか。中には予定通り、

予定以上の成果を上げている所もあるように思う。ただ、あくまでこの評価は、

PDCAサイクルによるものだから、当初目標に対してどうなのかというところであ

り、目標が低いと達成率は高くなる。 

例えば、図書館の利用者率でも、890 人のところを 100 人上げて 1,000 人にす

るという目標は、それほど高くはない。それで結果が 1,010 人であった場合に A

をつける場合と、当初に 2倍以上の目標値を掲げて、2倍には届かなかったけど

そこそこの結果であったが、達成しませんでしたとする場合があるように、目標

の設定の仕方で、評価が違ってくることになる。そういう意味では、目標を適正

な数字に収めることがまず大事。荒唐無稽な数値を掲げても意味がないし、すぐ

達成できるような値でもいけない。 

今回が初めての中間評価なので、評価にばらつきがあっても仕方がないが、こ

うした作業を通じて、あるいは県教委との往復を通じて、目標の設定の仕方やチ

ェックの方法について習熟していくことも大事で、お互いに学んでいってほしい

と思う。来年 3 月に事業が終わった後、「さあ、チェックするぞ」という場面で

評価をする材料が何もない、やってはきたが、外見的な評価だけで内容的な評価

ができないということがある。 

もう一つ、教育については数字で評価することが大変難しいと言われている。

短期間では成果が出ないという意見もある。しかし、単年度の計画でやはりチェ

ックを行い、こういう作業を通じて各地域の教育委員会、あるいは学校現場に伝

えていってもらえたらありがたいと思う。ただ、取組のチェックばかりしていて

実際の作業が進まないという意見もあった。そうならないように、きちんと半年

に一度は振り返り、後の半年をどうするかということについて、それぞれのとこ

ろでしっかり意思統一してやっていただけたらというのが希望である。是非、市

町村教委の方々にそう伝えていただきたいと思う。 
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（（（（委員）委員）委員）委員）    

      各地教委の総事業費というものを比較してみると、これが各地教委の現実的な

教育の事業だと思う。これを見ると、やはり、各地教委の教育に関する事業が非

常に少ないと思う。その辺りが教育事業に充てる事業を組み立てていない高知県

の地教委の弱さを感じる部分である。そして、今後、これらの事業費が地域アク

ションプランの 2 分の 1補助というところに集中してくることが予想される。そ

うした時に、全て県として支援できない状況が生じて、相当絞り込むことになる

だろうが、そこで 3 つの視点と 10の基本方針に照らし合わしたものを重点化し

て、教育風土づくりを進めていく、そういうことを大事にしてもらいたいという

気持ちがある。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

      事業費が少ないということは、地教委自体が、教育に対する事業をあまり打

ってないということ。予算を取ってこういうことをやりたいという案があっても、

首長部局で切られている部分も随分あると思う。やはり、地教委の首長に対する

発言力の弱さというのがあり、そういう部分も含めて、これから議論を広げてい

く必要があるだろう。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

      高知県の教育という資料を見ると、小・中学校とも改善率が、全国 1 位にな

っているということで、大変素晴らしいことだと思い、私も普段、教育現場にい

ないのでいろいろ勉強させてもらった。PDCAのサイクルを徹底するという点で、

学校現場で校長先生は PDCAのサイクルを回して取組を行っているのか、教えて

ほしい。 

 

（委員（委員（委員（委員））））    

      すごく温度差がある。昔と比べて、現状やゴールラインイメージを持つ必要

があるということについてはずいぶん根付いてきた。ただ現実として、それをど

う動かしていくのか、これまで経験がないので、成功感覚がない先生がたくさん

いることも事実。物事を考えるうえで、そういう感覚が定着したことについては、

全員一致で手応えを感じている。 

 

（議長（議長（議長（議長））））    

      最初この資料を見たとき、「これは学校現場の資料かな」と思った。学校現場

は何をしているのか、全然分からない状況であり、すごく違和感を感じる。学

校の中で校長先生は、市町村の教育委員会の人と連携を取ってやっているのか。 
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（委員（委員（委員（委員））））    

      本来は、そうでないといけない。例えば、地域アクションプランについて、

現場の先生はほとんど分かっていないと思う。すごく違和感があるが、地教委、

学校長としての想いの繋ぎができていない。地教委としても、この地域アクシ

ョンプランの目的や内容について、相当しっかり説明していかないと、結局、

血が隅々まで巡っていかない形になるので、そこが今の大きな課題だと感じて

いる。 

 

（（（（次長次長次長次長））））    

      各小中学校においては、全国学力学習状況調査の結果を踏まえて、特に学力

面での課題について、具体的にどこに課題があって、どのような対策で、どこ

まで改善をしていくかという、「学校改善プラン」をつくっている。西部、中部、

東部教育事務所の指導主事が入って、プラン実施のフォローをするとともに、

そのうちの 50校については、小中学校課の学力改善チームが学力向上に関する

PDCAサイクルを確立させる取組を進めている。教育全体で見ると各市町村間で

取組に差が生じている面があるが、学力向上については、全市町村で取り組ん

でいただく形にしている。 

 

 

・・・・議題３議題３議題３議題３    「平成２２年度高知県教育委員会「平成２２年度高知県教育委員会「平成２２年度高知県教育委員会「平成２２年度高知県教育委員会    施策に関する点検・評価」について施策に関する点検・評価」について施策に関する点検・評価」について施策に関する点検・評価」について    

＜事務局から資料 3-1、3-2 について説明を行う。＞ 

 

＜意見交換＞ 

（特に意見なし） 


